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くずし字初級講座第2回

松平文庫「聞繕目録」（A0143-01134）宝暦12年（1762）

福井県文書館
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本日のテーマ

2

松平文庫「聞繕目録」（A0143-01134）を読む

もっと

1 江戸時代の言い回しや表現に慣れる

2 読めない部分は、文脈を考えて推測する
関連資料で裏付けをとりながら読む

＊ここでのくずし字の事例は、「史的文字データベース連携検索システム」東京大学史料
編纂所・国文学研究資料館のデータから引用しています。

くずし字の読解は、短期間にたくさんの資料を読むことで早く上達します。

これ重要!
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1ページ

病
中
養
子

宇
都
宮
恒
右
衛
門
、
病
中
養
子
坂
部
安
之
助
伯
父

幸
八
願
ニ
付

宝
暦
十
辰
七
月

紛
失
物

御
城
内
紛
失
物
之
儀
ニ
付
、
聞
繕

同
七
月

札
所
御
用
筋
ニ
付
、
大
坂
御
蔵
屋
敷
迄
組
之
者
指
遣
、

聞
繕

同
八
月

富
札

御
料
富
札
之
儀
、
御
城
下
町
人
共
取
次
致
候
趣
ニ
付

同

身
持
不
〆
り

明
石
縫
殿
義
、
家
内
引
越
江
戸
定
府
ニ
被
仰
付
候
処
、

兼
而
身
持
不
〆
り
之
趣
相
聞
候
ニ
付

同

役
前

長
谷
川
次
郎
左
衛
門
、
御
役
筋
色
々
不
〆
り
之
評
判

有
之
ニ
付

■
翻
刻
文
で
読
ん
で
み
る

ど
ん
な
資
料
だ
っ
た
か
、
第
1
回
を
思
い
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

頻
出
す
る
言
い
回
し

儀
ニ
付

儀
に
つ
き

趣
ニ
付

お
も
む
き
ニ
付

被
仰
付

仰
せ
つ
け
ら
れ

指
遣
、
相
聞

さ
し
つ
か
わ
し
、
あ
い
き
き
【さ
し
・あ
い
、
接
頭
語
】

有
之
ニ
付

こ
れ
あ
る
に
つ
き



○
○
十
二

〇
二
月

(

１
７
６
２
年)

御
普
請
場

脇
○
御
足
軽
○
御
○
○
場
所
へ
脇
○
帯
し
候
儀
○
○

5ページ-1

3

○

私
〇

今
立
○
○
○
○
下
代
斎
藤
○
○
○
○
与
申
者

有

之

〇

○
〇

○
○
御
用
ニ

○
○

私
〇
之
〇
〇

私
〇

自
分
の
利
益
だ
け
を
考
え
て
不

正
な
行
な
い
を
す
る
こ
と
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
』

■
こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
？

■
こ
れ
ま
で
に
出
て
き
た
く
ず
し
字
は
、
青
に
し
て
あ
り
ま
す
（
ス
ラ
イ
ド
7
ま
で
）



福井藩士の家格別構成

士分 卒（足軽以外） 足軽

5

足
軽
と
脇
指

・幕
末
の
福
井
藩
で
は
、
家
臣
団
（武
士
）約
２
７
０
０
人
中
、
士
分
は

30
％
、
卒
は
70
％
で
、
こ
の
う
ち
足
軽
は
１
３
０
０
名
余
で
、
全
体

の
50
％
に
も
を
及
ん
で
い
ま
し
た
。

卒
の
下
に
は
、
名
字
を
も
た
な
い
荒
子
や
そ
の
他
の
者
が
い
ま
し
た
。

・福
井
藩
で
は
足
軽
（
2
人
扶
持
以
上
）は

通
常
、
打
刀
と
脇
指
の
ニ
本
を
指
す
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
普
請
場
で
は
、

作
業
の
た
め
に
帯
刀
し
な
い
こ

と
が
慣
例
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

・し
か
し
、
一
八
世
紀
に
は
い
る
と
、

荒
子
の
身
な
り
が
よ
く
な
り
、
鉈

を
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
荒
子
・そ
の
他
の
身
分
の

者
が
集
ま
る
普
請
場
で
は
、
身
分
を
は

っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
脇
指
だ
け
で
も
指
し
た
い
と
い
う
足
軽
層
の

要
望
が
出
て
き
て
い
た
こ
と
が
松
平
文
庫
の
「天
災
之
部
・御
普
請

之
部
・屋
敷
之
部
」な
ど
か
ら
わ
か
り
ま
す
。

参
考

舟
沢
茂
樹
「福
井
藩
の
卒
族
に
つ
い
て
」『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
5
、
１
９
７
５
年

福井県文書館資料叢
書『福井藩士履歴』参
考資料による。



同

〇
〇
月

川
〇
常
〇
衛
門

近
〇
〇
〇
衛
門

〇

〇

○
○
衛
門

〇
〇

同

博
奕
好
〇

宇
貝
〇
〇
〇
衛
門

〇
〇
川
〇
〇
衛
門

佐
々
木
小
〇
衛
門

〇
〇
又
〇
衛
門

林

并
〇

〇

之

不
〇
〇
〇

趣

４

5ページ-2
↓

う
か
ん
む
り

■
こ
の
一
文
、
ど
う
い
う
意
味
？

蜷
川
〇
〇
〇
〇

〇
〇
甚
五
右
衛
門

〇
〇
多
〇

惣
兵
衛

与
力

奥
山
〇
〇
〇

右
之
〇
〇
博
奕

相
〇
候
〇
〇

●

●

▲

▲■

■



外
ニ
〇
〇
幸
〇
〇

〇
〇
〇
〇
衛
門
組

〇
〇

林
蔵
〇
〇

同

九
月

〇
〇
〇
頭
之
儀

先
規
〇
〇
人

同

十
月

欠
落

安
見
〇
碩
〇
〇
〇
之
儀
ニ

同

〇
月

同

博
奕
之
○
〇
〇
右
之
〇
〇
之

〇
〇
衛
門

〇
〇
伝
〇
衛
門
組
川
〇

５

5・6ページ-1

数
〇
〇
候
而
〇
〇
方
ニ
も
可
〇
〇
哉
ニ
付

〇
〇
〇 ふ

え

●

●▲

▲

●

●

▲

▲

▲



同

十
一
月

○
○
○

○
○
○
〇
〇
衛
門
〇
○
留
守
○
○
〇

同

紛
失
〇

○
○
〇
〇
衛
門
〇
〇
〇
〇
四
郎

懐

〇
〇
〇
○
候
ニ
付

中
物

〇
〇
ニ
付
山
川
〇
〇
与
申
者
〇
〇

６

6ページ-2

同

十
一
月

○

○

塩

硝

○

○
○

大
〇

〇
〇

○
〇

1頁に
既出

(
)  

文
脈
か
ら
わ
か
る
の
で
チ
ャ
ラ
書
き

●

●

▲

▲
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上段の頭注

■役に立つ頭注
本文の上欄に書き入れた注。かしらがき。
藩役人が利用上、便利なので見出しを記したもの。
くずし字を読むためにも、内容を理解するためにも、重要なヒント

病
中
養
子

紛
失
物

富
札

身
持
不
〆
り

役
前

半
禄
御
内
意

ニ
付
役
人
不
宜

妻
入
水
之
評
判

三
国
泥
原
困
窮

論
地

他
国
ニ
長
逗
留

米
問
屋
不
届

不
行
跡

不
勝
手
申
立

勝
手
向
之
儀

ニ
付
不
宜
趣

引
負

御
普
請
場
脇
指

私
曲

博
奕
好
色

欠
落

■くずし字の辞書として使える「史的文字データベース」の。
https://mojiportal.nabunken.go.jp/

複数機関が所蔵する史的文字200万件もの高精細な文字画像を検索可能
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6ページ-3

同

（

）

佐
久
士
〇
○
○
郡
下
上
坂
〇
〇
〇
御
〇
〇

同
（

）

〇
〇

御
武
○
○
〇

〇
俣
〇
〇
〇
衛
門
御
〇
〇

〇
〇
候
ニ
付

同
（

）

〇
下
湯
〇
〇
村
同
役
〇
之
儀
ニ
付

料

御
〇
〇
〇
扱
之
儀

〇
〇

〇

役
前

自
分
の
担
当
す
る
役
目
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
』

●

●

▲

▲
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7ページ-1

〇
〇

〇
同
断
（

）

○
○

聞
繕

同
断

前
と
同
じ
で

あ
る
こ
と
。

『
日
本
国
語
大

辞
典
』

(                  ) 

町
方
ニ
而

吉
〇
〇
〇
衛
門
〇

（

）

不
埒

〇
〇
へ
○
○

○
○
之
趣
〇
〇
〇
ニ
付

■
和
暦
年
月

同

遺
恨

〇
〇
〇
碩
〇

蓬
〇
忠
〇
衛
門
弟

〇
ニ
付
〇
〇

同

四
月

〇
奔

〇
〇
権
大
夫
〇
之
〇
〇
奔
ニ
付

〇
〇
〇
江

〇
〇
を

含
〇
〇

〇
〇

●

●
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7ページ-2

同

四
月

〇
〇

（

）
〇
〇

先(
    

 
   

 
  )

在
〇
〇
ニ
付

同
（

）
親
類
之
内
ニ
（

）

功
〇
之
者
も
（

）
ニ
付

〇
〇
ニ
も(   

   
 
) 

此
節

〇
〇
表
ニ
〇

等
も
〇
〇
〇
〇
哉

又
ハ
〇
〇
ニ
而
も
〇
〇

●

●

▲

▲
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8ページ-1

旧
字

↓

つ
く
り
は
、
頁

↓

2
字

野

用

秘

秘
事
法
門

浄
土
真
宗
で
宗
祖
の
教
え
と
は
異
な
っ
た
教
義
・
信

仰
の
ひ
と
つ
。
教
義
を
秘
密
裏
に
伝
え
る
た
め
こ
う
い
わ
れ
る
。

●

●

▲

▲

▲

▲

●

●
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8ページ-2

座

覆

跡
↑

対
義
語

よ
み
づ
ら
い
く
ず
し
字

●

▲ ●

▲■

■
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9-10ページ

■
来
週
の
た
め
に
、
予
習
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。



おわりにー読解上達のためにー

分からない文字は、こだわらず意味を推測して先へ。
参考文献やその他の資料で検証も大切。

特徴的なくずし字、自分の“苦手”を覚えていく。

翻刻文を読む（確実に読解力が上がります）。

16

読解が上達したら、「みんなで翻刻」やりませんか？

どうしても読みたいものを見つけて読む。
（これも確実に読解力が上がります）。
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